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若
者
や
働
き
盛
り
世
代
に
選
ば
れ

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

山
原 

栄
一 

議
員

60
年
ぶ
り
の
教
育
委
員
会
制
度
改
正

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
協
働

内
堀 

祐
一 

議
員

子
育
て
支
援
・

教
育
環
境
の
充
実

問　
子
供
た
ち
は
未
来
を
担
う

宝
で
あ
り
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
や
安
心
し
て
教
育
を
受
け

ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
保
育
所
の
待
機
児

童
へ
の
対
策
、
学
童
保
育
の
支

援
策
、
小
・
中
学
校
の
介
助
員

の
増
員
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
待
機
児
童
は
６
月
１
日

現
在
で
63
人
で
あ
る
。
年
間
を

通
じ
て
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と
を
目

標
に
、
定
員
の
増
加
や
、
幼
稚

園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
と
い
っ

た
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
に

よ
り
、
入
所
し
や
す
い
環
境
の

整
備
に
努
め
る
。学
童
保
育
は
、

運
営
の
負
担
の
軽
減
や
公
共
施

設
へ
の
移
設
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
る
。
介
助
員
は
、
ニ
ー
ズ

に
十
分
対
応
し
た
配
置
が
で
き

る
よ
う
一
層
努
め
て
い
く
。

問　
広
報
に
毎
月
の
待
機
児
童

数
を
載
せ
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　
取
り
組
み
の

方
法
と
し
て
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

問　
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
元
気
に
生
き
生
き
と
暮
ら

し
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
現
在
８
か
所
あ
る
高
齢

者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
を
13

か
所
に
増
設
し
て
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
の
状
況
や
施
設
整
備
の

見
通
し
を
伺
う
。

市
長　
４
月
の
介
護
保
険
法
の

改
正
で
入
所
の
対
象
が
原
則
要

介
護
３
以
上
に
限
定
さ
れ
、
４

月
現
在
の
待
機
者
数
は
５
６
０

人
で
あ
る
。
平
成
29
年
度
ま
で

に
２
２
０
床
の
増
床
を
目
標
に

掲
げ
て
施
設
整
備
を
進
め
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化

問　
地
域
経
済
の
活
性
化
は
、

ま
ち
の
元
気
や
新
た
な
魅
力
を

創
り
出
す
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。

天
沼
地
区
の
大
規
模
複
合
開
発

の
現
状
と
見
通
し
を
伺
う
。

市
長　
商
業
地
区
で
は（
仮
称
）

「
ら
ら
ぽ
ー
と
平
塚
」
が
来
年

秋
に
開
業
の
予
定
で
あ
る
。
店

舗
面
積
６
万
１
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
３
階
建
て
、
店
舗
数
約
２

４
０
店
、
駐
車
場
約
３
５
０
０

台
と
な
っ
て
い
る
。
市
外
へ
流

出
し
て
い
る
消
費
者
を
再
び
市

内
に
呼
び
戻
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と

考
え
て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち

問　
災
害
に
強
い
ま
ち
で
あ
る

こ
と
は
、
市
民
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
す
た
め
の
基
礎
で
あ
る
。

近
年
頻
発
し
て
い
る
大
雨
に
よ

る
浸
水
へ
の
対
策
の
状
況
と
市

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
平
塚
市
総
合
浸
水
対
策

基
本
計
画
で
重
点
的
に
対
策
を

講
じ
る
地
区
を
指
定
し
、
公
助

と
自
助
を
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
、
水
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指

す
。
岡
崎
地
区
と
新
町
地
区
で

は
側
溝
を
整
備
し
、
中
原
地
区

で
は
ゲ
ー
ト
を
改
修
し
た
。
今

後
は
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
充
を
進
め
る
。
周
知
に
つ
い

て
は
浸
水
区
域
に
当
た
る
自
治

会
と
意
見
交
換
を
行
い
、
協
働

し
て
効
果
的
な
対
策
を
推
進
し

て
い
く
。

問　
防
犯
街
路
灯
の
改
善
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
市
が
管
理
す
る
防
犯
街

路
灯
は
昨
年
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了

し
た
。
自
治
会
管
理
の
防
犯
街

路
灯
約
８
６
０
０
灯
は
、
市
が

一
括
し
て
早
期
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

問　
平
塚
駅
北
口
か
ら
改
札
階

ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
本
市

は
進
め
る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
だ
れ
も
が
改

札
階
か
ら
駅
前
広
場
ま
で
行
け

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ラ
ス
カ

や
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進　

平

塚
の
交
通
環
境
の
改
善　

市
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り　

市
役

所
の
経
営
改
革

り
に
は
、
人
材
育
成
や
産
官
学

民
の
協
力
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

副
市
長　
将
来
を
見
据
え
、
地

域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
市
民

活
動
の
新
た
な
担
い
手
の
創
出

を
図
る
と
と
も
に
、
産
官
学
民

な
ど
異
な
っ
た
分
野
と
の
連

携
・
協
力
を
進
め
、
市
民
活
動

の
活
性
化
と
充
実
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。具
体
的
に
、

若
い
世
代
が
市
民
活
動
へ
の
興

味
を
持
ち
、
参
加
を
促
す
よ
う

な
施
策
や
県
と
の
共
催
事
業
な

ど
は
、
今
後
も
引
き
続
き
充
実

さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
市
職
員

に
は
、
研
修
や
情
報
発
信
を

行
っ
て
協
働
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
で
、
豊
か
で
柔
軟
な
発
想

の
展
開
を
図
り
、
社
会
や
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
「
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

を
目
指
す
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
市
営
住

宅
の
運
営
に
つ
い
て　

市
庁
舎

の
市
民
利
用
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

問　
今
回
の
教
育
委
員
会
制
度

改
正
の
概
要
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
改
正
内
容
に

は
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
た
新
教
育
長
の
設
置
、

教
育
に
関
す
る
大
綱
の
策
定
、

総
合
教
育
会
議
の
設
置
が
あ
る
。

そ
の
効
果
と
し
て
、
教
育
行
政

の
責
任
者
が
明
確
化
さ
れ
る
こ

と
、
大
綱
策
定
に
よ
り
地
域
住

民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
、
施
策

の
総
合
的
な
推
進
が
図
ら
れ
る

こ
と
、
首
長
と
教
育
委
員
会
が

意
思
疎
通
を
図
り
、
課
題
や
あ

る
べ
き
姿
を
共
有
し
、
民
意
を

反
映
し
た
教
育
行
政
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

問　
市
長
の
権
限
が
強
く
な
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
教
育
に
は
独
自
性
の
保

持
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
行
政

と
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
教
育

環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

問　
学
校
内
で
の
い
じ
め
の
未

然
防
止
対
策
は
何
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
各
学
校

で
人
権
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
い
じ

め
対
策
と
し
て
携
帯
電
話
教
室

を
開
催
し
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
進
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
ネ
ッ

ト
上
の
い
じ
め
防
止
へ
の
理
解

を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
児

童
生
徒
が
い
じ
め
問
題
を
主
体

的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
児

童
会
や
生
徒
会
に
よ
る
い
じ
め

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ
か
、

学
校
で
の
未
然
防
止
に
向
け
た

日
常
観
察
、
定
期
的
調
査
、
迅

速
な
初
期
対
応
の
実
践
に
努
め

て
い
る
。

民
間
活
力
の
利
用

問　
市
民
と
の
協
働
事
業
を
進

め
る
た
め
に
、
市
は
事
業
の
提

案
を
積
極
的
に
で
き
な
い
の
か
。

市
民
部
長　
市
職
員
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
研
修
、
情
報
発

信
を
強
化
し
、
協
働
事
業
の
提

案
が
増
え
る
よ
う
努
め
た
い
。

問　
多
様
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く

　市議会には、議員全員で構成する本会議と
少人数で構成する委員会があります。
　本会議は、市長から提出された議案などを
審議し、議会の最終的意思を決定する最も重
要な会議です。
　委員会は、広範囲にわたる議案を部門別に
分け、専門的で効率的に審査するために設け
た議会の内部組織です。委員会には常に設置
している常任委員会と議会運営委員会、必要
に応じて設置する特別委員会があります。平
塚市議会には４つの常任委員会があります。

湘南フォーラム
所 属 議 員

小泉 春雄 議員

出村 光 議員

本会議と委員会の違いは？

市議会のはてな
議会をもっと身近に感じるための豆知識。

？？

常 任 委 員 会 の 審 査 概 要

　議案２案件はいずれも原案どお
り可決すべきものと決定しました。
○議案第65号　平成27年度平塚市
一般会計補正予算
　防災対策費を増額補正し、防
災行政用無線親局のデジタル化を
進めていくが、その整備に対する
優先順位はあるのか。
　早い時期に整備した子局は設
備も古いため、早めにデジタル化
を進めたい。また、災害の発生の
可能性がある危険区域も考慮して

優先順位をつける。
　土地区画整理費で、ツインシ
ティ関係の環境影響予測評価書作
成の委託料を計上しているが、こ
の評価項目の一つである「景観」
を予測評価する際の展望地点は、
どのような要素を踏まえて選んだ
のか。
　５か所の展望地点はツインシ
ティ大神地区内の幹線道路からの
景観を踏まえて選定した。認可後
に建物が建つ場所もあり、壁面の
位置や緑化などの配慮をしていき
たい。

都市建設
　議案３案件、請願１件を審査しま
した。議案はすべて原案どおり可
決すべきもの、請願は採択とすべ
きものと決定しました。
○議案第56号　平塚市いじめ問題
対策連絡協議会条例
　この条例により、いじめ防止
対策が推進されるが、市内全小・
中学校には個別の事情に即した対
策組織を設置しているのか。
　平成26年４月にすべての小・
中学校が学校いじめ防止基本方針

を策定している。学校のいじめ防
止対策に関する組織も全校で設置
している。
○議案第65号　平成27年度平塚市
一般会計補正予算
　戸籍住民基本台帳費を増額補
正し、番号法施行に対応するため
のコールセンター設置などの委託
料を計上しているが、セキュリ
ティのしっかりした事業者に委託
をするのか。
　委託先の指導は番号法第11
条にのっとって対応し、資格も当
然考慮していきたい。

教育民生

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム


